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ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
浦
添
２
０
１
９

問
市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画
課

☎  

（
８
７
４
）５
７
１
１

　

講
座
や
体
験
活
動
、
市
民
活
動

報
告
、
学
習
発
表
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な「
ま
な
び
」が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
2
日（
土
）午
前
9
時

～
午
後
9
時

場
所　

ア
イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス

て

だ
こ
ホ
ー
ル
周
辺　

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲まなびフェス
タ浦添2019

「（
仮
称
）浦
添
市
性
の
多
様
性

を
尊
重
す
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
条
例
」（
案
）ご
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

問
市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画
課

☎  

（
８
７
４
）５
７
１
１

　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
都
市
う
ら
そ
え
～

性
の
多
様
性
を
認
め
合
う
ま
ち
～
」

を
実
現
す
る
た
め
、
性
の
多
様
性

の
尊
重
に
関
す
る
条
例
の
案
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
間

10
月
１
日
（
火
）～
31
日

（
木
）

条
例
案
入
手
・
閲
覧
方
法　

市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、

8
階
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

意
見
提
出
方
法　

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
、
持
参

提
出
様
式　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
所
定
様
式

意
見
を
提
出
で
き
る
人　

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
他

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
無
料
相
談
会
の
お
知

ら
せ

問
沖
縄
県
行
政
書
士
会
浦
添
支
部

☎  

（
８
７
５
）２
５
７
６

　

相
続
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
、

遺
言
書
作
成
、
法
人
設
立
書
類
作

成
、
建
設
業
許
可
書
な
ど
、
そ
の

他
個
人
的
な
こ
と
か
ら
事
業
に
関

す
る
こ
と
な
ど
困
り
ご
と
が
あ
れ

ば
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
17
日（
木
）午
前
10
時

～
午
後
４
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
）

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

費
用　

無
料

資
源
ご
み
の
抜
き
取
り
行
為
は

違
法
で
す

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

家
庭
の
門
口
に
出
さ
れ
た
ご
み

を
市
の
委
託
・
許
可
業
者
以
外
の
者

が
無
断
で
持
ち
去
る
行
為
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
他
人
の
敷
地
な
ど

に
無
断
で
入
り
ご
み
を
持
ち
去
っ

た
り
、
持
ち
去
っ
た
後
の
ご
み
を

不
法
投
棄
し
た
り
す
る
の
は
違
法

行
為
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
は
資
源
化
さ
れ

▲（仮称）浦
添市性の多様
性を尊重する社
会を実現するた
めの条例」（案）
パブリックコメ
ントの募集

大
切
な
財
源
と
な
り
、
市
民
に
還

元
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
市
の

委
託
ま
た
は
許
可
を
受
け
た
業
者

が
収
集
し
ま
す
。

ゴ
ミ
の
持
ち
去
り
対
策
に
つ
い
て

　

ご
み
の
持
ち
去
り
行
為
は
ご
み
収

集
開
始
前
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

①
ご
み
は
収
集
日
当
日
の
朝
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
②
収
集
さ
れ
る
ま
で

は
各
世
帯
で
ご
み
の
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。
③
持
ち
去
り
行
為
を
確
認

し
た
場
合
は
直
接
声
を
か
け
ず
、
車

両
ナ
ン
バ
ー
や
行
為
者
の
特
徴
を
メ

モ
し
て
、
環
境
保
全
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
分
別
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
正
し
い
出
し
方

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

市
で
は
資
源
ご
み
分
別
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に
お
い

て
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
が
守
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

中
に
異
物
が
入
っ
て
い
る
と
、
再

資
源
化
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、

再
生
業
者
が
引
き
取
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

出
し
方　

ふ
た
を
取
り
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
燃
え
る
ご
み
、
金
属
は

燃
え
な
い
ご
み
へ
）ラ
ベ
ル
を
外
し
、

中
を
水
で
す
す
い
で
か
ら
、
ま
と

め
て
容
器（
カ
ゴ
・
バ
ケ
ツ
等
）に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

強
風
時
の
対
策　

風
の
強
い
日
は
、

カ
ゴ
、
バ
ケ
ツ
等
が
飛
ぶ
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

で
き
る
だ
け
翌
週
に
出
し
て
い
た

だ
く
か
、
カ
ゴ
、
バ
ケ
ツ
等
の
中

に
水
入
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ

て
置
く
、
ネ
ッ
ト
を
被
せ
る
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽

に
行
政
相
談
を

問
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所　

き
く

み
み
沖
縄

☎  

０
５
７
０（
０
９
０
）１
１
０

（
行
政
苦
情
１
1
０
番
）

☎  

（
８
６
７
）１
１
０
０

　

本
市
で
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
３
人
の
相
談
委
員
が
皆
さ

ん
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
、
行
政
に
関
す
る
こ
と

全
般（
医
療
保
険
・
年
金
・
社
会
福

祉
・
雇
用
・
交
通
安
全
・
道
路
な
ど
）

日
時

10
月
10
日（
木
）午
後
２
時

～
午
後
５
時（
予
約
不
要
）

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

費
用　

無
料（
秘
密
厳
守
し
ま
す
）

子
育
て
・
教
育

令
和
２
年
度
市
立
幼
稚
園
・
市

立
こ
ど
も
園
臨
時
教
諭
募
集

問
学
校
教
育
課

☎  

内
線
６
５
６
７

募
集
期
間

10
月
７
日（
月
）～
25

日（
金
）

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接
審
査

申
込
方
法　

所
定
の
任
用
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
、
学
校
教
育

課（
市
役
所
7
階
）へ
提
出
ま
た
は

郵
送
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
学
童
ク
ラ
ブ
児

童
募
集

問
こ
ど
も
政
策
課

☎  
内
線
３
６
４
５

受
付
期
間

10
月
１
日（
火
）～
31

日（
木
）

対
象　

保
護
者
が
就
労
等
で
預
か

り
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
。

　

申
込
用
紙
配
布
な
ど
入
所
に
関

す
る
こ
と
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
一
覧
表
は
、
市
役

所
２
階
こ
ど
も
政
策
課
窓
口
ま
た

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

第
14
回
児
童
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
月
間

問
こ
ど
も
政
策
課

☎  

内
線
3
6
4
6

　

児
童
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に

な
っ
て
楽
し
め
る
様
々
な
『
あ
そ

び
』を
企
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
近
く
の
児
童
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
支
給

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
３
６
１
７
・
３
６
１
８

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
支
給
は

10
月
10
日（
木
）で
す
。
10
月
期
の

振
り
込
み
は
、
令
和
元
年
６
月
分

か
ら
９
月
分
ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

▲ 第 14 回 児
童センターフェ
スティバル月間

税
金
・
保
険
・
年
金

住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
旧
氏
併
記
を
希
望
さ
れ

る
人
へ

問
市
民
課

☎  

内
線
３
０
６
５
〜
３
０
６
７

　

住
民
票
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
、『
旧
氏
』を
併
記
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

受
付
日

11
月
5
日（
火
）か
ら

必
要
書
類　

表
示
し
た
い
旧
氏
が

記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
謄
本
か
ら

現
在
の
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸

籍
に
至
る
す
べ
て
の
戸
籍
謄
本

軽
自
動
車
税
税
制
改
正

問
市
民
税
課

☎  

内
線
２
２
１
１
、２
２
１
２

　

税
制
改
正
に
よ
り
10
月
1
日
以

降
か
ら
自
動
車
取
得
税
が
廃
止
さ

れ
、
新
た
に「
環
境
性
能
割
」が
導

入
さ
れ
ま
す
。
現
行
の
軽
自
動
車

税
は「
種
別
割
」へ
と
名
称
が
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
改
正
に
伴
い
軽
自

動
車
税
は「
環
境
性
能
割
」と「
種
別

割
」の
2
つ
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲軽自動車税
税制改正のお知
らせ

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
消

費
税
率
が
10
％
に
変
わ
り
ま
す

問
水
道
料
金
：
水
道
部
営
業
課

☎  

（
８
７
７
）８
４
６
０

問
下
水
道
使
用
料
：
下
水
道
課

☎  

内
線
４
６
６
１

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
に
係
る
消
費
税

率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

消
費
税
率
10
％
適
用
時
期

●
偶
数
月
検
針
地
域
の
場
合
：
令

和
元
年
12
月
検
針
分
か
ら

●
奇
数
月
検
針
地
域
の
場
合
：
令

和
２
年
１
月
検
針
分
か
ら

●
使
用
開
始
が
令
和
元
年
10
月
１

日
以
降
の
場
合
：
令
和
元
年
10
月
・

11
月
検
針
分
か
ら

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
実
態
調
査
の
実
施

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課　

介
護

認
定
係

☎  

内
線
3
5
8
8

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
要
介
護
者
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
在
宅
介
護
実
態
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
介
護
認
定
調
査
の
際
に
、
認

定
調
査
員
が
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
者
へ
、「
認
定
有
効
期

間
終
了
の
お
知
ら
せ
」と
一
緒
に
、

調
査
票
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
の
介
護
予
防
教
室
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課
予
防

支
援
係

☎  

内
線
３
５
３
１
〜
３
５
３
４

11
月
、
12
月
の
２
か
月
間
、
週

２
回
の
筋
ト
レ
・
水
中
運
動
の
介
護

予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

場
所

【
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ（
筋
ト
レ
）】

○
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄

○
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

○
Ａ
Ｎ
Ａ
ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど
浦
添

【
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ（
水
中
運
動
）】

○
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
。
※
初
め
て
の
人
を
優
先

費
用　

１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０
円

定
員　

各
事
業
所
３
～
５
人

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
仮
予
約
後
、
窓
口
で

申
込
書
を
記
入

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
ご
存

知
で
す
か
？

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課
在
宅

支
援
係

☎  

内
線
3
5
4
1

　

緊
急
時
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊

員
が
い
ち
早
く
医
療
情
報
を
入
手

し
、
迅
速
な
救
命
処
置
・
治
療
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
①
高
齢
者
②

障
が
い
者
③
健
康
上
、
不
安
を
抱

え
て
い
る
人

費
用　

無
料

申
請
・
配
布　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
、
障
が
い
福
祉
課
、
市
内
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
い
レ
ー
ル『
が
ん
じ
ゅ
う
１
日

乗
車
券
』の
販
売

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課　

高
齢

福
祉
係

☎  

内
線
３
５
６
７

　

市
内
の
高
齢
者
の
外
出
す
る
機

会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
各

駅
窓
口
で
、
土
日
・
祝
日
に
限
り
、

「
が
ん
じ
ゅ
う
１
日
乗
車
券
」が
販

売
さ
れ
ま
す
。「
が
ん
じ
ゅ
う
１
日

乗
車
券
」を
購
入
し
た
日
に
限
り
、

ゆ
い
レ
ー
ル
全
線
が
乗
り
放
題
に

な
り
ま
す
。

費
用

3
0
0
円

※
購
入
の
際
に
は
、
年
齢（
生
年
月

日
）と
浦
添
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
公
的
証
明
書（
運
転

免
許
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

な
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ま
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国民健康保険における一部負担金の減免制度
　国民健康保険では、特別な事由に該当し生活が困難になったと認められた
場合、一部負担金の減額・免除・徴収の猶予を受けることができます。

①収入に関する証明書（給与明細や預金通帳等） ②特別な理由に該当することが確認でき
る書類（罹災証明書や医師の意見書等） ③保険証 ④世帯主の印鑑 ⑤本人確認ができるもの

【申請方法】 下記のものを添えて国民健康保険課で申請してください。

●震災、風水害、火災、その他これらに類する災害により、死亡し、若しく
　は心身に重大な障害を受け、または資産に重大な損害を受けたとき
●干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物の不作、不漁その他これらに類す
　る理由により収入が減少したとき
●事業または業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき
●重篤な疾病または負傷により、死亡し、若しくは心身に重大な障害を
　受け、または長期入院したとき

※減額・免除・徴収の猶予をうけるには、事前に申請をし、証明書の交
　付を受ける必要があります。
※自己負担額を医療機関に支払った後は、遡って適用はできませんので
　事前にご相談ください。

詳しくは国民健康保険課でご相談ください。　
国民健康保険課（内線３７１３～３７１５）

減免を受けることができる条件等

特別な理由

減免の期間 申請した日から連続して６か月以内




